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２０２６春季生活闘争  妥結 ！ 
 

妥結内容 

◎勤続給昇給の完全実施 
◎ベースアップ 一律 4.000 円 

◎年間臨給 基準内賃金の 5.0 箇月 

※夏季 2.65 箇月（６月３０日支給） 年末 2.35 箇月（12 月 10 日支給） 

◎契約社員（キャリア社員） 

 基本給は定年退職時の基本給とする。ただし、下限及び上限を設ける。 

     ６０歳～６４歳まで 195,000 円～215,000 円    ６５歳以上 190,000 円～205,000 円 

◎パートナー社員           現在適用している時間給に 30 円加算する 

◎キャリア社員の一時金について    社員同様、基本賃金の月額の合計額に月額に乗じたものを年間基準額とする。 

◎諸手当の改善について        「他箇所出退勤手当」の新設 

◎A 代務運転者乗務加算の新設     A 代務運転者（本社・支店所属社員）に４暦日以上乗務した場合 3,000円/月 

                   「超過勤務手当の加算」に追加 

◎職務手当と技能手当が競合する場合の併給条件の改善 

                    職務手当（助役）の支給対象者のうち工場長に指定されてる者 

①二級自動車整備士の資格を有する整備士（所定支給額の半額） 

                         ②自動車検査員の資格を有する整備士 

◎優良運転手当     調査期間を６か月間から３か月間に見直す。４月～６月、７月～９月、10 月～12 月、1 月～3 月 

           支給額  13,000 円    支払日  調査期間翌々月の賃金支払い日 

◎繁忙期間の多客輸送に関わる賃金       超過勤務手当の加算に準じた取扱いに変更  支給額 1,500 円/日 

◎梅津営業所を兼務とする社員の梅津受託手当  「超過勤務手当の加算」に変更 

（2026 年４月１日 実施） 
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創造・参加・実践 
 

地
方
本
部
は
第
３
５
回
地
方
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
そ
の
他
項
目
を
３
９
項
目
を
申
し
入
れ
た
。
ま

た
、
「
人
材
へ
の
投
資
は
会
社
の
成
長
投
資
と
掲
げ
て
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
１
６
．
０
０
０
円
年
間
臨
給

５
．
３
箇
月
や
６
０
歳
以
降
の
待
遇
改
善
、
生
活
改
善
に
向
け
た
手
当
関
係
の
改
善
と
働
き
方
改
革
と

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
２
０
２
４
年
度
実
施
さ
れ
た
賃
金
制
度
の
再
検
証
等
、
離
職
防
止
、
採
用
競
争

力
の
強
化
に
繋
が
る
基
本
給
の
底
上
げ
強
く
訴
え
、
団
体
交
渉
、
ト
ッ
プ
交
渉
を
重
ね
て
、
３
月
３
０

日
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
、
「
勤
続
給
の
完
全
実
施
」「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
４
．
０
０
０
円
の
実
施
」「
年
間

臨
給
５
．
０
箇
月
の
支
給
」
に
加
え
「
６
０
歳
以
降
の
待
遇
改
善
」
な
ど
の
回
答
を
う
け
た
。 

会
社
は
、
安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
日
々
業
務
遂
行
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
深
刻
な
運
転
士
不
足
の
状
況
下
に
お
い
て
、
厳
し
い
暑
さ
の
な
か
で
の
万
博

輸
送
を
は
じ
め
、
年
末
年
始
等
の
繁
忙
期
に
お
い
て
も
、
全
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
安
全
運
行
で
完

遂
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
社
の
存
在
感
を
高
め
る
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

２
０
２
５
年
度
は
大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
と
し
て
、
う
め
き
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
増
便
な
ど
ご

利
用
ニ
ー
ズ
を
最
大
限
取
り
込
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
事
業
計
画
の
達
成
が
視
野
に
入
っ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
万
博
終
了
後
の
反
動
減
が
見
込
ま
れ
る
次
年
度
は
「
平
常
の
年
」
へ
と
戻

り
、
運
転
士
不
足
に
加
え
、
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
燃
料
価
格
や
更
な
る
物
価
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ

る
な
ど
、
当
社
を
取
り
巻
く
環
境
は
引
き
続
き
厳
し
く
、
将
来
に
向
け
た
経
営
基
盤
の
確
保
に
つ
い
て

は
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
状
況
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
「
人
財
へ
の
投
資
」
は
会
社
の
成
長
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
社
員
の
待
遇
改
善
が
働
き
が
い
の
向
上
や
離
職
防
止
、
採
用
競
争
力
の
強
化
を
も
た
ら
し
、

そ
れ
が
更
な
る
安
全
性
の
向
上
や
収
益
性
の
向
上
に
も
繋
が
る
好
循
環
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
前
回
の
交
渉
に
て
「
昨
年
度
水
準
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し

い
」
と
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
多
大
な
る
尽
力
と
貢
献
に
報
い

た
い
と
い
う
強
い
思
い
の
も
と
、
貴
側
の
要
求
を
踏
ま
え
、
現
在
の
経
営
状
況
に
お
け
る
精
一
杯
の
回

答
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

西
バ
ス
地
方
本
部
は
、
「
人
財
投
資
は
会
社
の
成
長
投
資
」
だ
と
強
く
訴
え
、
交
渉
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
要
求
し
た
金
額
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
燃
料
価
格
や
更
な
る
物

価
高
騰
な
ど
厳
し
い
環
境
に
あ
る
現
段
階
に
お
い
て
最
大
限
の
回
答
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
今

回
の
回
答
の
持
つ
意
味
、
思
い
を
労
働
組
合
と
し
て
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
会
社
と
し
て
も
社
員
に
伝

え
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

 

引
き
続
き
、
来
年
度
以
降
も
、
賃
金
調
整
率
の
撤
廃
、
賃
金
の
底
上
げ
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
施
な

ど
長
く
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
構
築
を
強
く
求
め
る
と
も
に
、「
今
後
も
よ
り
長
く
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、
各
種
手
当
に
つ
い
て
の
見
直
し
な
ど
引
き
続
き
前
向
き
に
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
」
に
関
す

る
表
明
が
あ
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
の
春
闘
へ
の
檄
布
な
ど
の
ご
協
力
組
合
の
皆
様 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 


